
中海・宍道湖水域特産資源管理対策事業

　　ヮカサギ・シラウオ資源調査

川島隆寿・山根恭道・森脇晋平

　中海・宍道湖におけるワカサギとシラウオの生態を把握し，両様の資源を高水準で安定させるこ

とを目的として，昭和61年度から継続して本調査を実施している。今年度は稚魚調査と資源尾数調

査を行なったので報告する。

材　料　及　び　方　法

１．稚魚調査

　前年度までの調査結果から，６月の稚魚調査におけるワカサギの採集尾数とその年10月から翌年

３月にかけての宍道湖マス網でのワカサギ漁獲量の間には相関が認められることが判明しているの

でリ今年度の稚魚調査は６月24～26日の１回だけ行なった。調査地点（図１），稚魚の採集方法

等は昭和61年度2）以後，同じである。

図１　稚魚調査地点
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２．資源尾数調査

　平成２年10月24日～平成３年３月13日にかけて計６回（シラウオは11月21日以後計５回），宍道

湖内に設置してある小型定置網（通称：マス網）から５地点を選び，そこで漁獲されたワカサギと

シラウオの魚体測定を行なった。また，宍道湖漁業協同組合の定置網漁獲量資料を集計した。これ

らの生物統計資料と漁獲統計資料からDe Lury法によってワカサギとシラウオの資源尾数を算出

した。

結　果　及　び　考　察

１．稚魚調査

　1986年以降，６月の稚魚調査におけるワカサギ，シラウオの採集尾数とその年の宍道湖内のマス

網漁獲量をそれぞれ表１，２に示した。

　今年度のワカサギ採集尾数は平均156.5尾で，過去５年間では最高値を示した。前年度までの稚

魚調査結果から，６月のワカサギ採集尾数とその年の宍道湖内のマス網漁獲量との間には。

　　　　　　　　　ｙ（漁獲量）＝76.1十〇。７ｚ（採集尾数）　　　　（r＝0.826）

の相関関係が認められることが判明しているので1?この式を用いて今年度のワカサギ漁獲量を予

想すると，70％信頼区域で119.9～251.5トンとなった（図２〉。

　一方，シラウオの採集尾数は平均62.0尾で，過去５年間で最低値を示した。

表１　ワカサギ採集尾数とマス網漁獲量
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1
2
3

4
5
6
7
8
9
10
11

12
13

14
15
16
17

18
19
20

21
22
23
24

　0

126

　0
　0

　7.5
　0
　8
　0

一
一
－

　0
20.5

71.5
－
－

　1 36.5

49
　0

一
一
53.5
15.5

　０．５
　０
　０

　１
２９１

　０
　０

　０
　７
　１
　－
　０
　０
　０
　０．５
　２
　３
　１３
　６６．５
　０

　０
　０

　０
　０

　－
　－

　一
　－
　－

　－
　－
　－

　－
　－
　－

　－
　－

277

　0

　1　26.5

214.5
244

　0
　－
　－
　－
　一

　150.5
　　4
　30.5
　15.5
　220
　　0

　35
　　0

　75　136.5
　35.5
　189.5

1012
　422.5
　16.5
　61.5

　174
　267.5
　83
　　3.5

　31.5
　　0

　　6
　　0

　83
　0
　－
　－

　0
　－
　－
　－

　0
　－
　－
　0

118
　66.5

　－
　－

920

533
　－
　0

　1
　－

　－
　－

平均（尾） 22.9 16.8 109 123.8 156.5

漁獲量(トソ) 124.7 59.1 139.0 173.0
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表２ シラウオ採集尾数とマス網漁獲量

調査地点 1986年 1987年 1988年 1989年 1990年
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２ ，資源尾数調査

ヮカサギ及びシラウオの漁獲統計結果と表３に示した。また，累積漁獲尾数（Kt）と１日１網

当たり漁疲尾数（Ct）との関係をそれぞれ図３，図４に示した。

表３ ワカサギ及びシラウオの漁獲統計結緊
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図５　宍退潮における夏期（６～９日）の月別平均水温の推移

　今年度のマス網による漁獲量はワカサギの0.5トソ，シラウオが2.4トンであり，ヮカサギは過去

に例を見ない大不漁で，稚魚調査結果から予想された119.5～251.5トンとはかけ離れた値となっ

た。一方，シラウオも1984年度以後3）で３番目に不漁の年であった。

　マス網による累積漁獲尾数（Kt）と１日１網当たり漁獲尾数（Ct）の関係は，ワカサギでは，

　　　　Ct＝0.0047×104－4.7641×10‾4Kt

また、シラウオでは、

　　　　Ct＝0.0583×104－3.0126xlO゛4Kt

（r＝－0.511）

（r＝－0.863）

であった。これらの式から初期資源尾数を推定すると，ワカサギでは9.9万尾，シラウオでは193.5

万尾が得られた。

３．ワカサギ不漁原因のー考察

　これまでにも延べた様に，今年度のワカサギ漁は大不漁であり，宍道湖のマス網漁獲量はわずか

0.5トソ，推定された初期資源尾数もわずか9.9万尾にとどまった。ただし，６月の稚魚調査では過

去５年間で最も多くの稚魚が確認されている。従って，６月からワカサギ漁が解禁される10月まで

の間に，大量のヮカサギが減耗してしまったことになる。

　今年の夏は猛暑で，７月末から８月にかけて宍道湖で大量のヮカサギが死んで浮いているのが観

察された。もともと北方系のワカサギに，夏期の高水温が悪影響を与えたことが考えられたので，

宍道湖の水温について検討を加えた。水温の資料は，建設省松江観測所（大橋川）で得られた毎日

の水温を集計して用いた。図５に，宍道湖の夏期の月別平均水温（1981～1989年）と今年の月別平

均水温の推移を示した。
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　今年の宍道湖の水温は，データの集計を行なった６月から９月の間，すべての月で例年より水温

が高く，特に７月から８月にかけては例年より2.1～2.2°Cも水温が高かった。また，水晶が30℃を

超えた日が７月中旬から９月上旬に｡かけて36日間もあり，異常な高水温であったことがわかった。

従って，今年のワカサギ漁が不漁であった原因は明らかではないものの，夏期の高水温もひとつの

原因であろうと考えられる。
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